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■ 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい
■ JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します
■ 記入時の注意点
■

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です
2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい　
3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい

■ 写真資料について
1. このレポートを補足する資料として必要です（ 文中に貼り付けて下さい ）
2. 他国ＯＰ艇を接近して撮影する際には、必ず相手国の選手、コーチの了解をとって下さい

開催地域の様子
常夏で海の透明度が高いカリブ海に浮かぶ島。毎日豪華客船が寄港する富裕層を対象とし
たリゾート地。
ダイビング・シュノーケリング・パラセーリング・マリンフィッシング等マリーンスポーツがとても
盛ん。
観光と金融（TAXヘーブン）の国で、物価は日本より高く（イメージでは1.2～4倍）財布に厳し
い。

宿泊場所 アトランティス。バハマ/ナッソーを代表する高級リゾートホテル。1.6Kmの流れるプールやウ
オータースライダーなどのアクア施設が充実、ホテル内に巨大な水族館もあり、ホテル内で
完結できる夢のようなホテル。カジノ（もちろん誰もやってません）や高級ブティクもあり、老若
男女楽しめる宿でした。

大会の対応は
9月初旬にハリケーンで大打撃を受けた国であったが、総じて明るく寛容に迎えてくれた。ま
た、日本からの寄付セールやメインシートに関して感謝の表明が多々あった。運営は効率的
に行おうとしていた。食事やバス（ホテル⇔ハーバー）は、役員・選手とサポーターを完全分
別。一方、サポーターは選手がいるハーバーやホテルに自由に行き来できるので、自由度は
高かった。

選手たちの
コンディションは？

6人全員大会期間中調子を崩す人はいなかった。時差ボケや食事（毎日同じような食事だっ
たため）の量が減った選手もいたが、しっかり睡眠を取り、乗り越えられた。サポーターの母
達がおにぎりを作ってくれたり、父母が日中果物やヨーグルトを調達してくれたことも奏功して
いると思う。

役員として気をつけ
たことは？

一行が安全に（トラブルに巻き込まれることなく）無事帰国することを第一義とした。次に選手
達が選手権に集中できる環境を作ることに注力。コーチやチームリーダーの意向を適時的確
に選手やサポーターに伝え、一行がワンチームで動ける体制作りを目指した。あとは、またと
ない機会なのでお互いのコミュニケーションを深め、楽しむことに注力した。

海外の選手を見て
感じたことは？

積極的で意思が強い。見ていて感じの良いいい選手が多かった。
アルゼンチンやブラジルの選手達は特にアグレッシブで賑やかで明るい。アスリートに必要な
力強さを感じた。

日本の選手を見て
感じたことは？

1人以外は全員初遠征だったが、みんな対等に海外選手と渡り合えていた。特に英語圏でな
いハンデイーキャップを抱えながらも、普通に円卓でコミュニケーションしていたり、Tシャツ交
換を頻繁にしていて、頼もしく感じた。Tシャツ交換では、日本チームは憧れの的でした。



Spare dayの過ごし
方は？

毎日レースでほとんどオフはありませんでした。チームレースは残念ながら、早く敗退してし
まったので、ホテル内のプールやアトラクションを少し満喫したようです。

日本チームとして
の課題

若い選手達で7月後半に確定した即席チームにしては、出口コーチ・服部TRのご指導もよく、
よく頑張ったと思います。スタート・波のある中でのセーリング・コース戦略・チームレースの
駆け引き等課題は尽きませんが、伸び代は沢山ありますので、次に活かしてほしいと思いま
す。

ＪＯＤＡへの要望
感謝ばかりです。

その他　
今回、バハマは9月初旬にハリケーン『ドリアン』が上陸し大打撃を受けました。そんな中での
大会開催でバハマの皆さまへの感謝は言葉で言い現せません。
JODAの皆さまからは、バハマへの中古セールの寄付の呼びかけ・メインシートの寄贈・会長
名によるレターの出状等々ご対応・ご指示いただいた他、そもそもIODAに北米選手権出場
の交渉をしていただき、遅まきながら決定した選手達へのNT認定手続き、チームレース経験
のない選手達へのTRへのアドバイス等々様々な局面で迅速・丁寧・適切にご指導・サポート
いただき誠にありがとうございました。お陰さまでIODAやバハマの要人の皆さまから日本の
対応に感謝の言葉や謝辞を沢山いただき、国際貢献できたのかなと思いました。
息子は本大会でOPを卒業します。6年間親子ともども大変お世話になり誠にありがとうござ
いました。
JODAの益々のご発展と、日本のジュニアセーラーの益々のご健勝を祈念しております。

　

　　　

ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会


